
【推薦の状況】

人数 資格

1 渡邊　博朗 農業 64 男

昭和58年　日本大学
農獣医学部を卒業
後、日野市役所に入
職
令和3年　同市役所
退職

耕作面積：約1.1ha
作付品目：野菜（ニン
ジン、オクラ、里芋
等）
農業従事日数：310日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　農業に関する見識を有し、農業委
員の職務を適切に行うことが出来る
人物であることから適任と考え推薦
いたします。

推薦していない

2 佐藤　裕美子 農業 66 女

昭和56年　織田きも
の専門学校高等師範
科卒業後、（株）三
松に就職
昭和60年　同社を退
職
平成14年にあきる野
市に転入し、実家に
て家業の農業に従事

耕作面積：約25a
作付品目：切花（アス
ター、菊、ケイトウ
等）
農業従事日数：280日

非該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　農業に関する見識を有し、農業委
員の職務を適切に行うことが出来る
人物であることから適任と考え推薦
いたします。

推薦していない

3 武田　竜哉 農業 44 男

平成17年　明治大学
文学部史学地理学科
を卒業
平成19年　社団法人
農山漁村文化協会に
入職
平成29年　同協会退
職

耕作面積：約1ha
作付品目：野菜（ス
イートコーン、ミニト
マト、ネギ）
農業従事日数：310日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　農業に関する見識を有し、農業委
員の職務を適切に行うことが出来る
人物であることから適任と考え推薦
いたします。

推薦していない

4 堀江　建夫 農業 62 男

昭和61年　中央大学
経済学部産業経済学
科卒業後、植木生産
卸会社（株）緑創に
て研修後、堀江園に
就職

耕作面積：約1.1ha
作付品目：野菜（トウ
モロコシ、サトイモ、
キャベツ等）
農業従事日数：300日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　現在、農業委員として平成２６年
９月より４期１２年務めている経験
があり、認定農業者として農業に関
する見識を有しており、地域の農業
振興に尽力されております。また、
温厚な性格で人望があり責任感も強
く、地域住民からは厚い信頼を得て
おりますので、農業委員会業務に貢
献出来ると考え推薦いたします。

推薦していない

あきる野市農業委員会委員の推薦及び応募の状況

被推薦者（推薦を受けた者） 推薦者

構成員

受
付
番
号

氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況

認定農業
者等の該
当・非該
当

推薦者名 団体の目的 推薦理由

あきる野市農地
利用最適化推進
委員候補者への
推薦



人数 資格

5 平野　久雄 農業 61 男

昭和62年　東海大学
工学部卒業後、
（株）緑創に入社
平成元年　就農

耕作面積：約3ha
作付品目：植木低木
類、グランドカバー
類、コニファー類等
農業従事日数：320日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　現在、農業委員として平成２９年
９月より３期９年（通算１２年）務
めている経験があり、認定農業者と
して農業に関する見識を有してお
り、地域の農業振興に尽力されてお
ります。また温厚な性格で人望が有
り責任感も強く、地域住民からは熱
い信頼を得ておりますので、農業委
員会業務に貢献出来ると考え推薦い
たします。

推薦していない

6 本郷　朝次 農業 73 男

昭和46年　青梅農林
高等学校農業土木科
卒業後、秋多町役場
に入職
平成25年　あきる野
市役所を退職

耕作面積：約45a
作付品目：野菜（のら
ぼう菜、なす等）、稲
作
農業従事日数：350日

非該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　現在、秋川ファーマーズセンター
会員として農業に関する見識を有し
ており、地域の農業振興に尽力され
ております。また、温厚で真面目な
性格で人望があり責任感も強く、地
域においては地区役員及び各種役員
等経験され、地域住民から厚い信頼
を得ておりますので、農業委員会業
務に貢献出来ると考え推薦いたしま
す。

推薦していない

7 長濱　一郎 農業 66 男

多摩工業高等学校卒
業後、（株）三共ラ
ヂエーター就職
平成23年　同社に勤
めながら就農し、秋
川ファーマーズセン
ター会員加入
あきる野市農業振興
会農産物生産部部長
を歴任

耕作面積：約80a
作付品目：果樹
（柿）、野菜（いんげ
ん、スイートコーン
等）
農業従事日数：350日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　現在、秋川ファーマーズセンター
会員として農業に関する見識を有し
ており、地域の農業振興に尽力され
ております。また、温厚で真面目な
性格で人望があり責任感も強く、地
域においては地区役員及び各種役員
等経験され、地域住民から厚い信頼
を得ておりますので、農業委員会業
務に貢献出来ると考え推薦いたしま
す。

推薦していない

8 志村　修司 農業 73 男

昭和51年3月　東京
教育大学文学部文学
科卒業
昭和52年4月　都立
高校教員（英語）
平成25年3月　都立
北多摩高校（副校
長）定年退職
平成25年4月　都立
高校嘱託
同年以降農業に従事

耕作面積：約70a
作付品目：栗、樹木苗
木（都苗木生産供給事
業）、水稲
農業従事日数：250日

非該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

農業に関する見識を有しており、地
域の農業振興に尽力されておりま
す。また、農業者のみならず、地域
住民からの人望も厚く、地区役員及
び各種役員等を経験され、地域農業
にも精通しておりますので、農業委
員の職務を適切に行うことができる
人物であることから、適任と判断し
推薦いたします。

推薦していない

被推薦者（推薦を受けた者） 推薦者

構成員

受
付
番
号

氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況

認定農業
者等の該
当・非該
当

推薦者名 団体の目的 推薦理由

あきる野市農地
利用最適化推進
委員候補者への
推薦



人数 資格

9 山﨑　健 農業 64 男

昭和59年　日本獣医
畜産大学を卒業
昭和61年から農業に
従事
秋川農業協同組合青
壮年部長、秋川農業
協同組合理事、ＪＡ
あきがわ直売所運営
委員会秋川地区出荷
部会会長などを歴任

耕作面積：約2ha
作付品目：野菜（ス
イートコーン、長ネ
ギ、アスパラガス等）
農業従事日数：320日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　秋川ファーマーズセンター出荷部
会の会員であり、また秋川農業協同
組合の非常勤理事を歴任されまし
た。農業情勢に精通しており、農業
者のみならず地域住民からの人望も
厚く、農業委員会委員として農業振
興に尽力しており、農業委員会委員
に適任と判断し推薦いたします。

推薦していない

10 甲野　富和 農業 63 男

昭和60年　法政大学
法学部法律学科を卒
業後、就農
あきる野市農業委員
会委員、同委員会会
長、秋川農業協同組
合理事などを歴任

耕作面積：約1.7ha
作付品目：野菜（白
菜、のらぼう菜）、栗
農業従事日数：300日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　被推薦者は当JAの正組合員で非常
勤理事を３期歴任し、現在も４期目
の非常勤理事として就任しており、
認定農業者として農地の利用集積・
集約化について実践し精力的に取り
組んでいます。また、平成２３年９
月より農業委員会委員として、平成
２９年９月には農業委員会会長に就
任するなど農業に関する見識を有し
周囲からも厚い信頼が寄せられてい
ることから被推薦者を推薦いたしま
す。

推薦していない

11 大福　哲也 農業 54 男

平成5年　東京電子
専門学校を卒業後、
（株）システムクラ
フトに就職
平成19年　同社を退
職後、就農
ＪＡあきがわ青壮年
部五日市地区委員、
ＪＡあきがわ直売所
運営委員会理事等を
歴任

耕作面積：約1.4ha
作付品目：野菜（トマ
ト、キュウリ、ナス
等）
農業従事日数：349日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

被推薦者は、当ＪＡの正組合員で平
成１９年より就農し、平成２５年よ
りＪＡあきがわ青壮年部五日市地区
役員を歴任して、平成３１年よりＪ
Ａあきがわ五日市ファーマーズセン
ター五日市出荷部会役員及びＪＡあ
きがわ直売所運営委員会理事に就任
しております。認定農業者として農
地や農家の状況に精通しています。
温厚な性格と強い責任感で、農地を
探している担い手や新規就農者と農
地所有者との架け橋になる事ができ
る人物であると考えられるため、被
推薦者を推薦いたします。

推薦していない

12 米倉　孝臣 農業 60 男

平成4年　青山学院
大学理工学部電気電
子工学科を卒業後、
カシオ計算機（株）
に入社
平成29年　同社を退
職後、（株）山下養
鶏場に入社し農業に
従事

事業面積：35ａ
生産品目：鶏卵
農業従事日数：365日

該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　農業、特に養鶏場に関する見識を
有し、地元からの信望も厚く農業委
員の職務を適切に行うことが出来る
方であることから推薦いたします。

推薦していない

被推薦者（推薦を受けた者） 推薦者

構成員

受
付
番
号

氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況

認定農業
者等の該
当・非該
当

推薦者名 団体の目的 推薦理由

あきる野市農地
利用最適化推進
委員候補者への
推薦



人数 資格

13 山﨑　勇 無職 77 男

昭和48年　東京経済
大学経済学部経済学
科を卒業
昭和48年　都職員に
入職（東京都総務局
西多摩経済事務所）
平成20年　都職員を
退職
同年　東京都森林組
合に入職（退職済
み）

なし 非該当 秋川農業協同組合

　地域の農業生産の
振興を旨として、組
合員の相互扶助の精
神に基づき共同して
組合の事業及び生活
のために必用な事業
を行い、もってその
経営状況を改善し、
かつ社会的地位の向
上を図ることを目的
とする。

13,635

組合管内
で農業に
従事する
者及び管
内に居住
する者等

　元東京都職員として行政に精通
し、かつ農林水産部水産課長の任に
就かれ、以前には農業試験場での勤
務経験もあり農業に関する見識を有
し農業委員会委員として適任者で
す、また、地域では自治会長経験も
あり信望も厚いことからここに推薦
いたします。

推薦していない

14 神谷　昌宏 行政書士 52 男

平成26年　行政書士
登録し、神谷行政書
士事務所を開業
東京都行政書士会多
摩西部支部理事、東
京都行政書士政治連
盟多摩西部支部支部
長を歴任

なし 非該当
東京都行政書士会
多摩西部支部

　行政書士は、行政
に関する手続きの円
滑な実施に寄与し、
併せて、国民の利便
に資することを目的
とする。また他人の
依頼を受け、官公署
に提出する書類を作
成することを業とす
る。

152
行政書士
登録

1．法的手続きの専門知識
行政書士は法的手続きや書類作成に
精通しており、農地の権利移動や転
用に係る許認可業務を適切に処理す
る能力を持っています。
2．農業者の支援
農業者からの相談対応や助言指導に
おいて、行政書士の知識が役立つ場
合があります。特に、農業関連の法
規や手続きに関するアドバイスを提
供することが可能です。
3．地域社会への貢献
行政書士が農業委員として活動する
ことで、地域の農業振興や農地利用
の最適化に寄与することができま
す。

推薦していない

15 渡邉　俊樹 行政書士 49 男

筑波大学社会学類　
を卒業し、日系及び
外資系製造業会社数
社にて、ファイナン
ス職を歴任
山梨県行政書士会へ
登録し、現在東京都
行政書士会へ転入手
続き中

なし 非該当 山梨県行政書士会

・行政書士の品位保
持
・業務改善進歩を図
るための会員の指
導、連絡等

386 行政書士

　行政書士は、法定業務として、農
地法に係る諸申請等を行うため、農
業委員の職務については深く認識し
ております。また、行政書士はその
職務を行うにあたり守秘義務が法定
されており、コンプライアンスとい
う社会的要請にもしっかりと答えて
います。
　渡邉俊樹会員は行政書士として誠
実にその職務の遂行に尽力し、農地
法に係る申請も多く携わり、農地に
係る業務に精通しており、その知見
と人格は農業委員として推薦するに
ふさわしいと判断いたします。
　また、「農業委員会等に関する法
律」第8条第6項に規定する農業委員
会の所掌に属する事項に関する利害
関係の趣旨に鑑みても適任であると
判断し、推薦いたします。

推薦していない

【応募の状況】
　　応募はありません。

被推薦者（推薦を受けた者） 推薦者

構成員

受
付
番
号

氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況

認定農業
者等の該
当・非該
当

推薦者名 団体の目的 推薦理由

あきる野市農地
利用最適化推進
委員候補者への
推薦


